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1. はじめに：企業コミュニケーションにおけるライブ配信の

役割 

現在、上場企業におけるステークホルダーとのコミュニケーションは、デジタル・トランスフォーメーショ

ン（DX）の加速により劇的な変化を遂げています。かつては特定の IR イベントに限定されていた「ライブ

配信」は、今や株主総会から採用活動、社内インセンティブイベントに至るまで、企業の透明性と信頼性を

示す「常設のコミュニケーションインフラ」へと進化しました。 

 

情報を「掲載」するだけの受動的な広報から、ライブを通じて「リアルタイムに対話」する能動的な広報

へ。本資料では、年間 50 件以上の配信実績を持つオーガニック・グロースが、失敗しないための配信戦略

と具体的な活用メリットを徹底解説します。 

 

2. 企業の成長を加速させる「5 つのライブ配信」活用シーン 

ライブ配信の用途は多岐にわたり、それぞれの目的（KPI）に合わせた最適な配信設計が求められます。 

 

① IR 活動・バーチャル株主総会（法的信頼性の確保） 

・ 主な用途：決算発表会、中期経営計画説明会、バーチャル株主総会（出席型・参加型） 

・ 成功の要諦：一分の隙も許されない「安定性」と、改正産業競争力強化法等に基づく「法的透明

性」。経営陣の声を遅延なく、最高音質で世界中の投資家へ届けることが、市場からの信頼構築に直

結します。 

 

② インナーコミュニケーション（組織エンゲージメントの強化） 

・ 主な用途：社員総会（タウンホールミーティング）、周年記念イベント、入社式 

・ 成功の要諦：多拠点中継やチャット機能を活用した「双方向性」。物理的な距離を超え、全社員が同

時に経営理念や熱量を共有することで、組織の連帯感を劇的に向上させます。 

 

③ セールス・マーケティング（商機の創出と拡大） 

・ 主な用途：新製品発表会、B2B ウェビナー、オンライン展示会 

・ 成功の要諦：高品質な映像演出と、視聴データの詳細分析。プロのスイッチングによる「飽きさせな

い演出」が、リード獲得（見込み客創出）の成否を分けます。 

 

④ 採用イベント（ミスマッチ防止と母集団形成） 

・ 主な用途：オンライン会社説明会、社員座談会ライブ、内定者交流会 

・ 成功の要諦：社風や「人の魅力」をリアルタイムで可視化。テキストでは伝わりにくいライブならで

はの熱量を伝えることで、志望度の向上と入社後のミスマッチを防止します。 

 

⑤ 広報・パブリシティ（ブランドイメージのコントロール） 



・ 主な用途：記者発表会、メディア向け内覧会、緊急時の危機管理広報 

・ 成功の要諦：メディアが二次利用しやすい高品質な映像・音声出力。情報の速報性と正確性を担保

し、ブランド毀損を防ぎつつポジティブな拡散を狙います。 

 

3. オンライン開催・ライブ配信がもたらす戦略的メリット 

情報の公平性と ESG 対応 

全ステークホルダーに対し、居住地や身体的状況に関わらず同一の情報をリアルタイムに提供することは、

ESG 経営の根幹である「情報の公平性（フェアディスクロージャー）」を担保し、企業の社会的評価を高め

ます。 

 

視聴データによるインサイトの可視化と資産化 

「誰が、どこで、どの程度視聴したか」というデータは、次回の経営判断やマーケティング施策の貴重なヒ

ントになります。また、ライブ映像はそのまま「アーカイブ資産」となり、後日のオンデマンド視聴や切り

抜き動画として、長期的な広報効果を発揮します。 

 

アンケート・フィードバックによる PDCA サイクルの高速化 

ライブ配信中にリアルタイムアンケートを実施することで、視聴者の反応を即座に収集・可視化できます。 

・ 定量的把握：満足度や理解度の数値化 

・ 定性的把握：チャット等を通じた潜在的なニーズ・懸念事項の特定 

収集したフィードバックを次回の施策に反映させることで、一方通行の「放送」を、対話に基づいた「改善

サイクル」へと進化させることが可能です。 

 

4. 配信会社選定で「技術力」と「実績」を最重視すべき理由 

企業の公式イベントにおける配信トラブルは、時として重大な「経営リスク」となります。 

 

① 年間 50 件以上の施行実績に基づく「リスク予見力」 

オーガニック・グロースは、年間 50 件を超える多様なビジネス現場を完遂しています。ホテル、自社会議

室、特設会場など、現場ごとに異なるネットワーク環境や音響特性を熟知しており、過去の膨大な経験則か

らトラブルを未然に回避します。 

 

② 放送局基準の「冗長化（バックアップ）システム」 

・ ネットワークの二重化：メイン回線に加え、異なるキャリアのバックアップ回線を同時接続 

・ エンコーダーの冗長化：機材トラブルに備え、予備機を常時稼働 

「止まらない配信」こそが、企業のブランドを守る最低条件です。 

 



③ 高いリピート率（95%）が証明する伴走型サポート 

価格設定は業界平均でありながら、提供する付加価値は圧倒的です。事前の会場調査からマニュアル作成、

リハーサル指導までをワンストップで提供し、事務局（広報・IR 担当者）の負担を最小限に抑えます。 

 

★ 実績指標 

 年間配信件数：50 件以上 ／ 顧客リピート率：95%以上 

 

5. 発注から本番当日まで ―― 標準フロー＆スケジュール 

初めてご依頼の場合もご安心ください。以下の標準フローに沿って、専任のプロジェクトマネージャーが事

務局を伴走サポートします。 

 

タイミング フェーズ 主な内容 

8〜4 週前 ヒアリング・企

画 
目的・視聴者数・配信形式・プラットフォームの確定。見積り提

出・契約締結。 

4〜2 週前 設計・制作 進行台本・フロアマップ作成。スライド・テロップ素材の確認。会

場下見（回線・音響調査）。 

2〜1 週前 リハーサル準備 機材搬入リスト作成。登壇者へのオリエンテーション。バックアッ

プ回線の開通確認。 

前日〜当日

朝 
セットアップ 機材搬入・設置。音響チェック・照明調整。スタッフブリーフィン

グ。 

本番 2 時間

前 
リハーサル 登壇者リハーサル。Q&A フローの秒単位シミュレーション。配信テ

スト（視聴 URL 確認）。 

本番 ライブ配信 スタッフ全員が定位置でスタンバイ。冗長化システムで安定配信。

リアルタイムアンケート運用。 

配信後 アフターサポー

ト 
録画データ納品（最短翌営業日）。視聴ログレポート提出。次回改

善提案ミーティング。 

 

■ スケジュールに関するポイント 

・ バーチャル株主総会（出席型）は法的手続きとの連動が必要なため、最低 8 週前のご相談を推奨

します。 

・ 大型イベント（500 名超）は会場調査に追加日程が必要な場合があります。 

・ 急ぎのご依頼（2 週間以内）もご相談ください。対応可否を最短即日でご回答します。 

 

6. 費用感・料金プランの目安 

当社の料金体系は「規模」と「要件」に応じた 4 段階のプランをご用意しています。下記はあくまで標準的

な目安です。会場・機材・人数・配信時間等により変動しますので、まずはお気軽にご相談ください。 

 



プラン 想定規模 標準価格帯（税別） 主な内容 

ライト 〜50 名 15 万円〜 1 カメラ・Zoom 配信・ス

タッフ 1 名 

スタンダード 〜300 名 35 万円〜 マルチカメラ・冗長回

線・スタッフ 3 名 

プレミアム 〜1,000 名 70 万円〜 フル冗長化・マルチ会

場・専任 PM アサイン 

エンタープライズ 1,000 名〜 別途お見積り バーチャル株主総会・カ

スタム設計対応 

 

■ 料金に含まれる標準サービス（全プラン共通） 

・ 事前ヒアリング・企画提案  ・ 会場下見（首都圏 1 回） 

・ 台本・進行マニュアル作成  ・ リハーサル立ち合い 

・ 本番当日のオペレーション  ・ 配信後の録画データ納品 

 

■ 主なオプション（別途見積り） 

・ テロップ・タイトル CG 制作 ・ 多拠点中継（2 拠点目以降） 

・ 同時通訳配信対応      ・ 視聴ログ詳細レポート作成 

 

7. 失敗しないための「配信成功チェックリスト」 

本番前にすべてのチェックを完了することで、トラブルリスクを大幅に低減できます。 

 

【企画・設計フェーズ】 

・ 目的の定義：周知が目的なのか、熱量の伝播か、アンケートによるデータ取得か 

・ 視聴者数の想定：ピーク同時接続数を事前に試算し、プラットフォームのキャパを確認 

・ プラットフォーム選定：セキュリティ要件と視聴者の利便性のバランス（Zoom / YouTube / 独自ポー

タル等） 

・ アーカイブ公開方針の決定：公開範囲・公開期間・URL の発行方法 

 

【技術・機材フェーズ】 

・ 音響のクオリティ確認：視聴者離脱原因の第 1 位は「音声の聞き取りにくさ」。専用マイクとミキサ

ーの使用を推奨 

・ 回線の冗長化：メイン＋バックアップ回線の確保（キャリアが異なること） 

・ エンコーダーの予備機確保：本番機トラブル時に即切替できる状態でスタンバイ 

・ 映像スイッチングプラン：カメラ台数・アングル・切替タイミングを事前に設計 

 

【リハーサル・運用フェーズ】 

・ リハーサルの徹底：登壇者の動線から、Q&A 時のハンドリングまで秒単位でシミュレーション 



・ 配信 URL の視聴テスト：社内外の複数デバイス（PC・スマホ・タブレット）で事前確認 

・ 緊急時対応フローの共有：トラブル時の連絡ツリーと代替手段を全スタッフで共有 

・ アンケート・Q&A 機能のテスト：本番と同一設定でのリハーサル実施 

 

8. よくあるご質問（FAQ） 

 

Q  初めてライブ配信を行います。何から始めればよいですか？ 

A  まずは「目的（何のために配信するか）」と「視聴対象者（誰に届けるか）」を整理してくださ

い。それだけお決まりであれば、当社がヒアリングを通じてプラン・機材・プラットフォームをご提案

します。お問い合わせいただいてから最短 3 営業日で初回提案書をご用意します。 

Q  バーチャル株主総会は法的に問題ありませんか？ 

A  2023 年の改正産業競争力強化法により、完全バーチャル型・ハイブリッド型の株主総会が法的に認

められています。ただし定款変更や事前の届出が必要な場合があり、法務・IR 担当部署との連携が不可

欠です。当社は技術面でのサポートを担当し、法的判断については顧問弁護士や専門機関へのご相談を

推奨しています。 

Q  配信中にトラブルが起きた場合はどう対応しますか？ 

A  当社は放送局基準の冗長化システムを標準装備しています。回線障害時はバックアップ回線へ即時

切替、エンコーダー障害時も予備機が自動スタンバイしており、視聴者への影響を最小化します。緊急

時対応マニュアルを事前に共有し、スタッフ全員が即座に動けるよう訓練しています。 

Q  視聴者数（同時接続数）の上限はありますか？ 

A  使用するプラットフォームにより上限は異なります。YouTube Live は実質無制限、Zoom ウェビナー

は最大 50,000 名（プランによる）、独自ポータルはサーバースペックに依存します。ご要件に合わせ

て最適なプラットフォームをご提案します。 

Q  録画データはいつ・どのような形式で納品されますか？ 

A  標準では配信終了後、翌営業日〜3 営業日以内に MP4 形式でお渡しします（容量によりクラウドスト

レージ経由）。チャプター分割や字幕付きでのご要望にもオプション対応可能です。 

Q  地方の会場でも対応できますか？ 

A  全国対応しています。交通費・宿泊費は実費精算となりますが、地方案件の実績も多数ございま

す。機材の事前発送と現地立ち合いを組み合わせたコスト最適プランもご提案可能です。 

 

9. おわりに：企業の未来をライブで拓く 

デジタル化が進むほど、生放送という「体験の共有」の価値は高まります。オーガニック・グロースは、企

業のあらゆるコミュニケーションシーンにおいて、圧倒的な技術力と実績で「失敗できない日」を成功へと

導きます。 

 

まずはお気軽にご相談ください。初回ご相談・お見積りは無料です。 

 

 



お問い合わせ先 

オーガニック・グロース 

141-0021 東京都品川区上大崎 3－1－30 ブリリアタワー目黒サウス 22 階 

TEL：03-6734-1509 

E-mail：info@organicgrowth.jp 

Web：https://organicgrowth.jp/ 

受付時間：平日 9:00〜18:00（土日祝・年末年始を除く） 

 

※本ホワイトペーパーの内容は実務上の一般的なガイドラインを示すものであり、各用途における法的・専門的判断については別途専

門家へご相談ください。 
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